
30 将来の給付水準の確保とマクロ経済スライド調整の早期化 

1 

 

将来の給付水準の確保とマクロ経済スライド調整の早期化 

 

 

１ 理解し伝えるべき項目 

（１）日本の年金制度は、少子高齢化が進行する中、現役世代の負担が過

重なものとならないよう保険料水準や国庫負担割合を固定した上で、

固定された財源の範囲内で長期的（概ね 100年間）に年金財政が収支

均衡するよう給付水準を調整していく仕組み（マクロ経済スライド）

が導入されている。 

（２）この仕組みは、その限られた財源を現在と将来の年金受給世代の間

で適切に配分する、いわば分かち合いの仕組みとなっている。よって

将来の受給者の給付水準を確保するためには、将来の受給者が活用で

きる財源が多く残るよう、現在の受給者の給付も含めて早期に給付水

準を調整していくことが必要。 

（３）公的年金保険の財政フレームが導入された 2004 年以後の経済状況

をみると、物価や賃金が低下するデフレ経済が続いたが、このような

経済状況では給付水準の調整が想定通りに進まない仕組みとなって

いた。このため、2016年の制度改正において、より早期に給付水準調

整が進むように年金額の改定ルールの見直しが行われた。 

 

 

２ 伝える際のポイント 

（ⅰ）長期的な収支均衡を図る仕組みが導入されている 

2004 年の制度改革では、現役世代の年金の負担が過重なものとならない

よう負担水準に上限を設けた。具体的には、①保険料水準を固定（厚生年金

の保険料率 18.3％等）、②国庫負担割合を固定（基礎年金の 2分の 1）、③年

金積立金は 100 年間を見通して将来の給付に活用していくという形で年金

財政の財源（収入）が固定された。 

他方で、長期的に（100年間の将来にわたり）財政をバランスさせるため

に、少子高齢化の進行に合わせて緩やかに給付水準を調整するマクロ経済

スライドが導入されている。 
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（ⅱ）限られた財源を分かち合う仕組み 

保険料水準や国庫負担割合が固定されたことにより公的年金制度は「将

来の負担が過重かどうか」という問題はクリアされたが、一方で、「将来の

給付が十分かどうか」という問題は残っている。その中、将来の給付水準を

確保するため、限られた財源を世代間、世代内でどのように公平に配分する

かが大きな課題となっている。 

マクロ経済スライドは、現在の受給者の給付も含めて少子高齢化の進展

に合わせて緩やかに調整していくものであり、その調整のスピードにより

現在の受給者と将来の受給者の間の財源の配分が決定されることとなる。 

すなわち、早期に給付水準の調整が進めば、将来の受給者が活用できる財

源が積立金として多く残ることとなり、将来の給付水準の確保につながる

こととなる。シラバス 20で、マクロ経済スライドのはたらきは、孫、ひ孫

のための仕送りと表現されている理由はここにある。 
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（ⅲ）将来の給付水準を確保するために 

公的年金保険の財政フレームが導入された 2004年以後の経済状況をみる

と、物価や賃金が低下するデフレ経済が続いたが、このような経済状況では

給付水準の調整が想定通りに進まない仕組みとなっていた。このため、2016

年の制度改正において、より給付水準調整が進むように年金額の改定ルー

ルの見直しが行われた。 

この見直しについては、現在の受給者の年金水準の調整がより早く進む

ため一部では「年金カット法案」との批判もあったが、これは、給付水準の

調整が進まないために将来の受給者に充てる財源が不十分となり、将来の

受給者の給付水準がより低下するような事態を避けることを目的に行われ

た見直しである。 

 

 

４ 振り返り 

（１）負担水準が固定された公的年金保険の財政フレームにおいて、マク

ロ経済スライドによる給付水準の調整は、世代間の公平性の観点から

どのような仕組みと考えられるか。 

（２）給付水準の調整がより早期に進むように見直されると、世代間の年
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金財源の配分や将来の受給者の給付水準にどのような影響を及ぼす

か。 

 


